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これからの保育



本日のお話から
閉ざされた学校の中で先生と生徒だけで構成される
社会ということへの問い直し

•親との関係

学校の文化を豊かにする当事者

•職員間の関係

同質ではない多様なスタッフ間の同僚性

•地域社会との関係

学校との関わりを通じたdaily democracy

子どもが「生きる準備をする場」ではなく「生きる
場」（Rinaldi, 2006）へ



問い
様々な難しさのある中で、

• 親とどのような関係性をどのように築くことができる
か？

• 多様な立場、職種の職員間のどのような関係性をどの
ように築くことができるか？

• 地域の人々とどのような関係性をどのように築くこと
ができるか？

⇒それぞれの人の「らしさ」を大切に、その園らしく、
地域らしく対話しながら考え、新たに試みていく。その
経験や知恵を共有していく。



まちの保育園・まちのこども園

• 東京大学教育研究科と協定を結ぶ
レッジョ・エミリアの教育に学びながら、これからの保育・教育のあ
り方、まちづくりにおける新たな価値創造を目指して、共同研究を行
い発信する。

• 理念
「ひとりひとりの存在そのものを喜び、互いに育みあうコミュニティ
を創造する」

• こども観
「可能性として豊かであり、有能な学び手としてのこども」

「市民としてのこども」

• コミュニティ・コーディネーター
地域と園をつなぐ役割

https://machihoiku.jp/



コミュニティコーディネーター講座


